
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のみなさまの「住み慣れた地域が良くなってほしい」「良く

したい」という熱い想いが伝わってきます。ワーカーとして、ネッ

トワーク会議のメンバーと一体となり、｢目指す地域像｣を描きなが

ら地域住民による支え合い活動が展開できるよう、みなさまの想い

に寄り添ってお手伝いをさせていただこうと思います。（M.O） 

各地域で開催されている「地域福祉ネットワーク会議」（１２月２０日現在 ３４地区／４４地区）は、

地域の課題に合わせてさまざまな取り組みを展開しています。 

そこで、第１２号は、 

         の取り組みをご紹介します！ 

「安心見守りたい」の今後の活動として、こどもから高齢者まで安心して暮らせる助け合いの

あるまちづくりを目指して、まず、生活支援サービスとして、通所型サービス B・訪問型サービ

ス B を立ち上げる事となり、平成３０年春のサービス開始に向けて、ネットワーク会議委員と地

域住民からの意見をいただきながら協議を進めていきます。 

 

  社協ワーカーだよりでは、地域の皆様や関係機関の方々に向けて様々な情報を発信しています！ 

 

バックナンバー＆最新号は高松市社協ホームページで ☞ http://www.takamatsushi-shakyo.or.jp/press/ 

 

第１２号 平成２９年１２月  
イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー 

なごみちゃん 

ホームページ     Facebook 

  社協ワーカーだよりでは、地域の皆様や関係機関の方々に向けて様々な情報を発信しています！ 

 

香南地区では、平成２7 年７月に地区社協の研修として、地域住民を対象にワークショップを

開催し、地域の課題把握を行いました。 

その後、平成２８年３月に、香南地区地域福祉ネットワーク会議「安心見守りたい」を発足し、

同年 8 月に講演会やワークショップを行い、約９０名の参加者が、助け合いゲームや、香南地区

の「いいところ・いかんところ」「こんなんあったらいいな」をグループで話し合いました。 

また、先進地での視察研修により、『居場所』の取り組みを学び、平成２９年 6 月に地区内で

高齢者やこどもを対象に『居場所』を立ち上げ実践しています。 

｢安心見守りたい｣では、平成２９年 7 月にも講演会やワークショップを開催し、3 年間の取組

から「もっと居場所が必要」「生活支援サービスも必要」・・・という課題が見つかりました。 

 
他地区との情報交換会 

由佐地区ふれあいサロン 

地域住民対象の講演会 ワークショップ 

「高齢者の居場所」 こども食堂 


